
導入事例　導入事例 vol.22vol.22

ウィスラーエンジニアリング

米国ウィスコンシン州ウエストベンド

ウィスラーエンジニアリング社は、農業用機械のドライブライン（シャフト）、
クラッチドライブライン、ユニバーサルジョイント、そして等速ジョイント等部品の設計・製造会社です

ユーザー

ユーザー概要

所 在 地

ドライブラインは、エネルギーをエンジンから車
輪に伝達する部品です。ドライブシャフトは、農業
機械では多くの場合、トラクターのエンジンから
トラクターが牽引する機械に力を伝達するのに
多く用いられています。農業機械用のドライブラ
インを設計するエンジニアは、重たい機器をフィ
ールドに持ち出し測定し、また研究室に戻って動
作条件をシミュレーションし、どんなドライブライ

ンが特定のアプリケーションのために必要かを
決定します。ウィスラーエンジニアリング社は、多
くの種類の農業機械に対するこの種の仕事を専
門としています。また彼らの研究開発室は、業界
で最高のアワードである農業技術トップ５０賞を、
彼らの製品の技術革新性とシステム技術が認め
られ7年間で7回も獲得しました。

コッハー氏とイエガー氏は、ウィスラーエンジニアリング社の研究開
発室に所属しています。彼らは、まず彼らが設計するドライブライン
のフィールド条件をシミュレーションするための研究室を自ら設計・
建設しました。次に、彼らは、種々のフィールドアプリケーションに対

し十分な柔軟性があり、処理
速度が速く、使いやすソフト
ウェアツールを要望しました。

ウィスラーエンジニアリング社の研究開発

チームは、広範囲なデータ解析に

DADiSPを使っています。DADiSPは、ド

ライブラインの大きさを設定し、部品寿命

を推定し、運動特性の一般的知識得たりす

ることを可能にします。彼らは、DADiSP

を研究室ではデスクトップPCで、フィール

ドワークではノートPCで動作させています。

フィールドアプリケーションのための柔軟なソフトウェア

課

題

＜問題の解決＞

機 械 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン

ドライブライン（シャフト）シミュレーションドライブライン（シャフト）シミュレーション適用業務

究極のエンジニアリング・スプレッドシート
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コッハー氏がフィールドワークに言及する時は、彼のチームが、草地、大豆畑、
コーン畑に行き、干し草荷造り機や肥料散布機のような牽引機械を引いているコ
ンバインやトラクターからデータを集めることを意味しています。SoMat 
Field Computerが、フィールドでのプロトタイプ機械の動作状況データを4つ
のチャンネルで収集するのに用いられています。各チャンネルは、２つの歪みゲ
ージ（トルクとスラスト）、1つのアナログデータ（角度）、さらに1つのパル
スカウンター（RPM）に対応しています。記録されたデータは、研究室に戻っ
てDADiSPで解析されます。それによって、その機械のドライブラインの大き
さが決定されます。コッハー氏は、彼のチームが行う複雑な解析のために、1台
のPCのスクリーン上で、全く同時に、いくつかの異なる変数をプロットするこ
とのできるDADiSPの能力について特に評価しています、と言っています。

DADiSPは、フィールドと研究室間のデータを関係付け、フィールドの状況をシ
ミュレーションするのに用いられています。試験台は、種々の負荷条件でトラク
ターをシミュレーションできるようにコンピュータ制御の200馬力のダイナモ
メータを装備しています。シミュレーションの後、DADiSPは、比較のためにフ
ィールドデータと試験台データのワークシートを作成します。小さすぎるドライ

ブラインを作るより、少し大きめのも
のを作り小型化するほうが簡単である
ので、彼らは、DADiSPに頼り、研究
室でシミュレーションを繰り返し、フ
ィールドデータから初期の近似モデル
を設計します。コッハー氏は、この種
の仕事は、彼らがDADiSPを持ってい
なかったならば不可能であったに違い
ない、と言っています。、リアルタイ
ムで計測され、データを収集されます。

動作パラメータの収集
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フィールドデータをシミュレーション
コッハー氏によると、DADiSP

の導入以前は、大部分のウィス

ラー社の製品は、動作するある

いは動作しない、の単純なやり

方で、長年顧客によってテスト

されてきました。しかしこのや

り方は、ウィスラーエンジニアリ

ング社が新製品を開発、あるい

は現行製品を改善することの

助けに全くならなかった、と言っ

ています。さらに、『我々は、

DADiSPを得たことにより、肥

料散布機のドライブシャフトか

らキットカーのステアリングシャ

フトまですべてをテストしました。

その成果は、楽しみなものとな

りました』、と言っています。

製品開発のための 
DADiSP
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